
軍
と
争
っ
て
い
た
た
め
■
介
石
軍
は
日
本
軍
が
引
き
揚
げ
た

ら
、
兵
器
・
弾
薬
・
資
料
等
は
共
産
新
四
軍
に
と
ら
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
日
本
軍
を
頼
り
と
し
、
武
装
解
除
し
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。中
国
集
中
衛
で
の
食
料
等
は
■
軍
か
ら
支
給
さ
れ
、
あ
ま
り

不
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
使
役
に
は
、
道
路
工
事
に

一
、
二
度
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
■
軍
が
つ
い
て
い
て

被
害
を
与
え
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
し
た
し
、
食
料
の
支
給
も

最
後
ま
で
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

我
々
の
居
住
は
お
寺
で
あ
り
、
付
近
の
住
民
の
マ
ラ
リ
ア
患

者
に
は
、
日
本
軍
が
薬
を
与
え
た
り
し
て
い
た
の
で
、
日
・
中

の
関
係
は
軍
・
民
共
に
良
好
で
し
た
。

我
々
は
八
月
に
集
合
し
、
帰
還
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十

日
、
上
海
か
ら
米
軍
Ｌ
Ｓ
Ｔ
で
博
多
上
陸
、
部
隊
は
ほ
と
ん
ど

が
同
じ
船
へ
の
乗
船
で
し
た
。
戦
後
、
中
国
へ
旅
行
し
、
現
地

人
と
再
会
し
た
人
も
い
ま
す
。

独
立
山
砲
第
二
大
隊

湘
桂
作
戦
衛
生
隊
　 

佐
賀
県
　
福
島
春
雄
　 

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
八
月
十
日
、
佐
賀
県
有
田
村
黒

牟
田
で
生
ま
れ
、
父
は
製
陶
業
（
登
り
窯
）
を
営
ん
で
お
り
、

私
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
戦
時
色
も
強
く
な
り
、
お

の
ず
と
勤
務
先
は
兵
器
関
係
が
多
く
、
陸
軍
造
兵
■
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
は
、
万
能
フ
ラ
イ
ス
盤
と
い
う

工
作
機
械
を
操
作
し
て
い
た
の
で
す
が
、
徴
兵
適
齢
期
と
な
り

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
六
月
検
査
の
結
果
は
甲
種
合
格
で

し
た
。
上
司
の
山
本
兵
技
大
尉
に
申
告
し
、
造
兵
■
を
退
職
し

た
の
で
す
。
普
通
考
え
ま
す
と
、
兵
役
と
い
う
公
務
に
つ
く
の

で
す
か
ら
、
現
役
兵
と
な
る
の
で
退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
福
岡
の
東
公
園
に
集
合
を
命
ぜ

ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
初
年
兵
受
領
者
が
来
て
お
り
ま
し
た
。



我
々
は
、
入
隊
で
は
無
く
「
集
合
せ
よ
」
で
す
の
で
、
そ
こ
で

軍
服
・
長
靴
を
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
十
八
日
早
朝
、
博

多
港
を
出
港
、
夕
方
、
朝
鮮
の
釜
山
港
入
港
上
陸
し
ま
し
た
。

同
日
、
直
ち
に
軍
用
列
車
に
て
京
城
へ
、
翌
朝
は
、
鮮
満
国

境
、
山
海
関
を
通
過
、
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
輸
送
で
し
た
。
昭
和

十
八
年
の
末
で
す
か
ら
、
満
州
も
、
北
支
も
当
然
戦
地
で
す
。

そ
の
為
か
、
軍
用
列
車
の
前
後
に
は
歩
兵
が
一
個
分
隊
ほ
ど
、

警
乗
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
我
々
軍
用
列
車
に
対
し
匪
賊
に
よ
る
襲
撃
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
我
々
初
年
兵
は
兵
器
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
警
乗
兵
が
応
戦
し
撃
退
し
て
く
れ
、
列
車
に
は
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
も
、
や
は
り
こ
こ
は
戦
地
だ
な
、
と

実
感
し
た
も
の
で
す
。

北
京
に
着
い
て
給
食
を
受
け
、
天
津
か
ら
津
浦
線
で
、
揚
子

江
北
岸
の
浦
口
に
到
着
、
川
を
渡
河
し
南
京
着
、
城
内
に
入
り

兵
站
宿
舎
に
二
泊
、
三
日
目
に
は
、
同
行
し
た
幹
部
候
補
生
十

数
人
と
別
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
急
行
軍
と
い
う
か
、
緊
急
輸

送
の
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
南
京
よ
り
漁
船
の
よ
う
な
船
で
揚
子
江
を
■
航
、

九
江
を
経
て
武
漢
に
着
き
上
陸
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
々
の

船
は
後
日
、
初
年
兵
を
乗
せ
て
帰
る
時
、
空
襲
を
受
け
爆
沈
さ

せ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
揚
子
江
は
大
河
で
す
か
ら
、
武
漢
ま

で
は
三
千
ト
ン
級
の
船
が
航
行
で
き
る
し
、
こ
の
揚
子
江
に
は

「
淡
水
イ
ル
カ
」
が
泳
い
で
い
る
と
、
船
員
に
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
常
徳
作
戦
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
、
揚

子
江
の
武
漢
よ
り
上
流
や
洞
庭
湖
は
戦
場
で
し
た
。
我
々
は
、

中
支
軍
（
第
十
一
軍
―
呂
集
団
）
の
独
立
山
砲
第
五
十
二
大
隊

の
要
員
で
あ
る
た
め
、
武
漢
大
学
に
あ
る
兵
舎
に
入
隊
し
ま
し

た
。
当
時
、
本
隊
は
常
徳
作
戦
参
戦
中
で
、
留
守
部
隊
で
し

た
。
常
徳
作
戦
は
十
一
月
二
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
で

し
た
の
で
、
私
達
、
初
年
兵
は
、
正
月
、
部
隊
が
帰
っ
て
来
た

一
月
五
日
に
正
式
に
入
隊
し
ま
し
た
。

本
隊
が
帰
っ
て
来
た
時
、
そ
の
服
装
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。

我
々
初
年
兵
は
支
給
さ
れ
て
い
た
服
を
脱
い
で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
服

と
交
代
、
服
も
長
靴
も
返
納
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
度
支
給
さ

れ
た
の
は
古
い
服
で
、
修
理
し
た
の
や
、
血
痕
の
あ
る
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。



私
達
の
教
育
は
、
青
年
学
校
だ
け
で
、
山
砲
の
教
育
は
初
め

て
で
し
た
。
初
年
兵
は
各
隊
の
内
務
班
に
編
入
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
班
内
で
の
私
的
制
裁
の
た
め
凍
傷
に
な
っ
て
い
ま
し
た
私

は
、
今
で
も
右
手
の
付
け
根
の
所
に
跡
が
あ
り
ま
す
。
山
砲

は
、
馬
の
手
入
れ
を
す
る
の
で
、
馬
糞
を
い
じ
る
時
は
、
温
か

か
っ
た
。
汚
い
な
ど
で
は
な
く
、
温
か
い
感
じ
が
今
で
も
私
の

感
触
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
凍
傷
や
、
傷
が
付
い
て
い
て

も
、
リ
バ
ノ
ー
ル
水
に
手
を
入
れ
て
消
毒
す
る
程
度
で
し
た
。

初
年
兵
教
育
中
は
、
一
月
、
二
月
で
す
か
ら
寒
か
っ
た
で
す
。

一
期
の
検
閲
は
、
私
は
衛
生
兵
で
し
た
が
、
兵
科
の
教
育
で

し
た
。
衛
生
兵
の
専
門
教
育
は
武
漢
大
学
の
病
院
で
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
い
う
ち
に
作
戦
が
あ
る
と
い
う
の
で
帰
隊
し

ま
し
た
。

独
立
山
砲
第
五
十
二
大
隊
の
兵
舎
は
、
漢
口
の
対
岸
の
武
昌

に
あ
り
ま
し
た
。
大
隊
は
二
個
中
隊
、
中
隊
は
、
四
一
式
山
砲

二
門
、
そ
れ
に
軽
機
関
銃
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
通
信
、

観
測
、
第
一
、
第
二
戦
砲
隊
、
弾
列
で
あ
り
、
一
個
中
隊
は
百

人
く
ら
い
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
、
参
加
し
た
作
戦
行
動
を
簡
単
に
回
想
し
ま
す
と
、
大

略
次
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。

独
立
山
砲
第
五
十
二
大
隊
は
、
呂
第
五
五
一
五
部
隊
で
あ

り
、昭
和
十
九
年
一
月
五
日
　
本
隊
、
常
徳
作
戦
か
ら
帰
隊

昭
和
十
九
年
四
月
　
初
年
兵
第
一
期
検
閲
終
わ
る

昭
和
十
九
年
五
月
　
湘
桂
作
戦
、
都
安
作
戦

昭
和
十
九
年
六
月
～
八
月

湘
封
作
戦
　
陵
県
、
安
仁
の
戦
闘
（
一
週
間
程
度
）
補
給

不
可
能
、
携
行
弾
薬
の
み

昭
和
十
九
年
八
月
～
十
月

湘
桂
作
戦
、
東
陽
及
び
道
県
進
入
戦
闘

昭
和
十
九
年
十
月
～
十
二
月

桂
林
・
柳
州
飛
行
場
攻
略
、
追
撃
と
東
安
、
全
県
反
撃

昭
和
十
九
年
十
二
月

次
期
作
戦
準
備
、
竜
頭
村
駐
留
、
補
充
兵
追
跡

昭
和
二
十
年
五
月
　
独
山
・
宜
山
・
重
慶
作
戦
北
上
中

昭
和
二
十
年
八
月
　
停
戦
、
九
月
、
反
転
作
戦
武
昌
地
区
金

口
鎮
集
結



昭
和
二
十
一
年
五
月
　
内
地
博
多
港
復
員
帰
郷

独
山
回
想
記

短
期
、
現
役
初
出
陣
、
独
立
山
砲
兵
第
一
線
将
兵
と
し
て
警

備
作
戦
、
戦
闘
と
猛
追
撃
、
連
戦
連
勝
、
行
動
は
夕
暮
れ
、
夜

間
進
撃
、
戦
闘
、
敵
の
銃
弾
射
程
集
中
。

敵
地
観
測
、
陣
地
構
築
、
砲
列
火
を
吐
き
望
樓
塔
に
命
中
。

同
時
連
発
、
散
発
、
歩
兵
の
追
撃
、
突
入
勇
敢
な
古
兵
奮

戦
、
実
戦
の
体
験
、
身
に
し
む
軍
人
の
本
分
、
こ
こ
に
有
り
と

実
感
す
る
。

我
が
軍
の
行
軍
は
時
速
六
キ
ロ
行
軍
の
強
行
軍
、
破
竹
の

勢
、
強
い
、
強
か
っ
た
。
よ
く
ぞ
、
こ
の
身
、
こ
の
足
で
、
敵

前
渡
河
等
、
不
思
議
に
感
ず
る
。
特
に
反
転
作
戦
に
強
力
な
敵

兵
と
激
戦
、
撃
退
し
て
、
待
ち
受
け
た
。
工
兵
隊
、
橋
梁
、
爆

破
、
破
壌
、
後
退
、
撤
退
作
戦
難
か
し
か
っ
た
と
思
う
。

歩
け
、
歩
け
、
や
っ
と
命
か
ら
が
ら
宿
営
地
へ
、
貴
様
も
俺

も
ズ
ン
ダ
レ
か
。

我
が
身
ボ
ロ
ボ
ロ
、
近
隣
の
人
皆
、
不
肖
の
訃
報
■
聞
く
。

入
営
時
と
は
裏
腹
、
復
員
軍
人
と
し
て
入
院
す
る
。
忘
却
、

い
ま
だ
、
ま
ち
ま
ち
生
死
を
さ
ま
よ
う
兵
士
、
マ
ラ
リ
ア
の
熱

病
、
水
、
水
を
く
れ
の
連
呼
、
あ
の
声
、
い
ま
だ
に
忘
れ
得

ぬ
。
力
尽
き
、「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
！
」

、
最
期
の
声
は

「
天
皇
陛
下
万
歳
！
」
と
、
か
す
り
、
や
む
。
嗚
呼
、
軍
人
の

哀
れ
さ
よ
、
ま
ぶ
た
が
涙
で
浸
み
る
、
死
し
て
護
国
の
楯
と
な

る
。今
、
我
れ
生
還
し
喜
寿
の
歳
月
を
迎
え
ぬ
、
戦
友
よ
、
英
霊

よ
安
ら
か
に
、
靖
国
の
神
と
成
り
給
う
。
面
影
偲
び
つ
つ
御
冥

福
を
祈
り
、
余
年
を
美
し
く
生
き
る
、
平
和
な
日
本
の
二
十
一

世
紀
へ
躍
進
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
回
想
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

私
の
戦
争
体
験
を
話
し
続
け
て
み
ま
す
。

安
仁
攻
撃
は
湘
桂
作
戦
の
緒
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
安
仁
に

は
、
敵
の
連
隊
が
あ
り
戦
闘
を
し
ま
し
た
。
雨
季
の
た
め
補
給

が
つ
か
ぬ
の
で
携
行
弾
薬
だ
け
で
戦
う
の
だ
が
、
弾
薬
が
底
を

つ
い
て
し
ま
っ
た
。
敵
は
落
下
傘
爆
弾
で
攻
撃
し
て
く
る
。
馬

も
散
開
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
馬
が
被
害
を
受
け
れ
ば
、

砲
も
弾
薬
も
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
内
務
班
内
で
は
将
校
や



分
隊
長
に
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
た
が
、
戦
い
で
は
「
初
年
兵
は
伏

せ
ろ
！
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
い
ざ
戦
闘
に
な
る
と
、
指
揮
官

や
分
隊
長
は
違
う
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
中
隊
長
の
そ
ば
で
、
戦
闘
に
な
る
と
砲
列
に
つ
い
て

い
ま
し
た
。
安
仁
で
は
、
野
戦
病
院
も
近
か
っ
た
が
、
小
隊
で

五
～
六
人
死
ん
だ
の
で
家
を
壊
し
た
が
、
死
体
を
荼
毘
に
す
る

の
は
我
々
の
仕
事
で
し
た
。

負
傷
者
は
病
院
に
送
る
の
だ
が
、
軽
傷
者
に
は
「
赤
チ
ン
」

、

重
傷
は
「
ヨ
ー
チ
ン
」

、
病
人
に
は
煮
沸
し
た
水
を
飲
ま
せ
ま

し
た
。
ク
リ
ー
ク
の
水
は
絶
対
に
飲
ま
せ
ま
せ
ん
。
マ
ラ
リ
ア

患
者
に
は
硫
酸
キ
ニ
ー
ネ
、
熱
の
高
い
時
に
は
、
黄
色
キ
ニ
ー

ネ
を
飲
ま
せ
る
の
で
す
が
、
薬
は
携
行
し
た
も
の
だ
け
で
補
給

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
週
間
、
塩
が
無
か
っ
た
の
で
、
塩
な
し
食
事
で
し
た
。
し

か
し
、
馬
に
は
岩
塩
を
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。
補
給
は
、
道
県
、

全
県
で
若
干
は
あ
っ
た
が
不
自
由
で
し
た
。
砲
馬
が
不
足
す
る

の
で
、
乗
馬
を
砲
馬
に
し
て
、
全
部
夜
行
軍
、
山
か
ら
山
へ
、

谷
か
ら
谷
へ
と
行
く
の
で
、
馬
が
腰
を
や
ら
れ
る
と
使
い
も
の

に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
渡
河
の
水
馬
で
、
馬
の
顎
を

上
げ
て
や
り
、
耳
に
水
が
入
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
山

砲
は
歩
兵
の
援
護
だ
か
ら
、
重
要
な
任
務
を
持
っ
て
い
ま
す
。

安
仁
で
は
敵
の
迫
撃
砲
攻
撃
を
受
け
た
の
で
、
馬
を
逃
げ
さ
せ

て
被
害
を
な
く
し
ま
し
た
。

安
仁
で
は
望
楼
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
見
張
所
で
あ
り
ト
ー
チ

カ
で
す
。
そ
の
た
め
歩
兵
が
進
め
な
い
の
で
、
連
絡
を
受
け
、

山
砲
が
砲
列
を
敷
い
て
撃
つ
が
、
敵
は
山
砲
の
方
へ
、
機
関
銃

弾
・
小
銃
弾
を
集
中
し
て
狙
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
経
験

を
し
て
く
る
と
、
弾
道
が
近
い
か
、
遠
い
か
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
中
国
軍
の
戦
死
者
が
積
ま
れ
て
い
る
所
、
ウ
ジ
の
わ
い

て
い
る
所
を
通
っ
て
攻
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。渡
河
の
時
は
、
工
兵
が
待
っ
て
い
る
の
で
六
キ
ロ
行
軍
で
あ

り
、
ま
た
、
反
転
の
時
も
六
キ
ロ
行
軍
だ
か
ら
苦
労
し
ま
し

た
。
我
々
は
、
柳
州
・
桂
林
が
陥
落
し
た
後
に
入
り
ま
し
た

が
、
放
棄
し
た
飛
行
機
の
残
骸
を
見
ま
し
た
。
地
雷
は
、
歩
兵

が
先
に
行
く
か
ら
、
我
々
は
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま

し
た
。
竜
頭
村
の
部
落
の
防
壁
が
泥
の
れ
ん
が
で
積
ん
で
あ
り
、
一



時
駐
屯
し
、
負
傷
者
を
後
送
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
へ
、
古
参
の

召
集
補
充
兵
が
何
人
か
配
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
何
し
ろ
、
山

砲
隊
兵
力
が
段
々
と
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
衛
生
隊
は

「
衛
生
材
料
」
や
「
軍
事
功
績
書
類
」
を
馬
に
積
ん
で
い
ま
し

た
。
負
傷
者
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
が
多

か
っ
た
。
軍
医
だ
け
で
も
三
人
が
後
送
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
独
山
攻
撃
で
す
が
、
中
国
軍
主
力
は
、
貴
州
省
へ

と
後
退
し
て
行
っ
た
の
を
追
撃
し
ま
し
た
。
我
が
軍
は
補
給
が

無
く
、
現
地
自
給
、
現
地
調
達
の
み
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
夜

行
軍
、
早
朝
攻
撃
占
領
だ
か
ら
、
朝
食
用
の
飯
が
炊
け
て
あ
る

の
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
半
煮
え
な
の
で
油
で
仕
上
げ
る
と

か
、
ま
た
炊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
時
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
現
地
調
達
で
貴
州
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
か
ら

苦
労
し
た
の
で
す
。

五
月
に
な
る
と
、
軍
か
ら
撤
退
の
命
令
が
出
て
、
武
昌
、
南

京
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
進
攻
も
急
行
軍
で
し
た
が
、
撤
退

も
ま
た
強
行
軍
で
し
た
。
せ
っ
か
く
占
領
し
た
貴
州
省
も
撤
退

と
は
、
と
我
々
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
度
は
、
送
り
狼

の
多
い
、
貴
州
・
広
西
省
出
の
撤
退
作
戦
で
し
た
。
敵
は
、
既

に
、
米
式
装
備
に
変
わ
っ
て
の
追
撃
で
す
か
ら
、
我
々
遠
征
軍

は
苦
労
を
し
た
も
の
で
す
。

八
月
に
は
、
武
昌
地
区
の
金
口
鎮
に
集
結
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
間
、
強
行
軍
中
マ
ラ
リ
ア
や
下
痢
で
歩
行
困
難
に
な
っ
た

者
な
ど
か
ら
、「
置
い
て
行
っ
て
く
れ
」「
殺
し
て
く
れ
」
と
言

う
者
も
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
出
発
前
、
爆
発
音
が
し
た
ら
自

決
し
て
い
た
者
も
い
ま
し
た
。「
衛
生
兵
！
」
と
呼
ば
れ
て
も
、

も
う
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
で
死
ん
で
行
っ
た
人
も
い
ま
し

た
。水
も
飲
ま
せ
ら
れ
ず
、
意
識
も
う
ろ
う
、「
殺
し
て
く
れ
」

と
言
う
。
戦
闘
よ
り
行
軍
は
辛
い
も
の
で
す
。
兵
隊
の
本
領

を
、
一
に
剣
術
、
二
に
射
撃
と
言
い
ま
す
が
、
三
の
行
軍
が
、

作
戦
中
最
も
大
切
で
辛
い
も
の
で
し
た
。
日
本
軍
は
補
給
が
な

く
、
兵
器
・
弾
薬
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
自
分
で
食
べ
る
も

の
も
、
着
る
も
の
も
、
自
分
で
背
負
っ
て
、
自
力
で
歩
い
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
地
で
作
戦
行
動
に
参
加
し
た
人
は
、
必
ず
、
戦
闘
よ
り
行

軍
が
辛
か
っ
た
と
、
述
懐
し
て
い
ま
す
。
進
攻
作
戦
よ
り
撤
退



作
戦
は
な
お
辛
い
、
反
転
行
軍
に
も
命
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

落
ち
る
兵
隊
も
い
る
。「
殺
し
て
く
れ
」「
置
い
て
い
っ
て
く

れ
」
と
い
う
兵
隊
を
何
と
か
連
れ
て
い
く
の
に
苦
労
し
ま
す
。

特
に
、
軍
医
や
衛
生
兵
は
、
兵
器
も
持
た
ず
、
弱
兵
と
単
独
行

動
は
困
難
な
の
で
す
。

結
論
は
、
戦
争
は
補
給
な
の
で
す
。
戦
闘
は
行
軍
で
あ
り
ま

す
。

若
い
志
願
兵
の

湘
桂
撤
退
作
戦
ま
で
　 

石
川
県
　
三
宅
良
　 

私
の
実
家
は
石
川
県
松
任
市
菅
波
町
、
武
田
姓
で
あ
り
、
男

三
人
、
女
二
人
、
五
人
家
族
の
農
家
で
あ
っ
た
が
、
兄
は
軍
隊

に
行
き
、
台
湾
勤
務
で
し
た
。
留
守
は
姉
・
妹
・
弟
で
、
私
は

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
名
古
屋
の
国
鉄
養
成
所
で
勉
強
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
養
成
所
は
三
年
制
の
た
め
幹
部
候

補
生
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
頃
、
役
場
の
兵
事
係
か
ら
、「
君
は
二
男
だ
か
ら
志
願

し
た
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
男
は
ど
う
せ
軍
隊

へ
行
く
の
だ
か
ら
と
い
う
状
況
で
し
た
。
配
属
将
校
も
「
軍
隊

へ
行
け
、
早
い
所
行
っ
て
、
お
前
達
は
死
ん
で
し
ま
え
」
と
、

今
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん
乱
暴
な
話
で
す
が
、
国
鉄
養
成
所
で
も
機

関
関
係
を
や
っ
て
い
た
た
め
か
、
軍
隊
訓
練
を
重
点
に
し
て
い

た
の
で
す
。
特
に
、
配
属
将
校
の
権
限
は
強
か
っ
た
の
で
し

た
。
い
く
ら
、
鉄
道
省
関
係
の
養
成
所
と
い
っ
て
も
、
軍
隊
の

命
令
の
方
が
優
先
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
徴
兵
検
査
は
、
大
正
十
三
・
十
四
年
生
ま
れ
が
同
じ

年
の
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
実
施
さ
れ
る
程
、
兵
員
を

必
要
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
大
正
十
五
（
一
九
二

六
）
年
生
ま
れ
で
し
た
が
、
志
願
を
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年

七
月
、
石
川
郡
と
松
任
町
の
者
が
一
緒
に
、
松
任
で
検
査
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

私
の
体
重
は
五
〇
キ
ロ
を
切
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
身
長
は

一
六
二
セ
ン
チ
、
胸
囲
は
狭
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、「
第

一
乙
種
合
格
」
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
隊
は
遅
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
九
月
八
日
に
現
役
徴
集
の
知
ら




